
2020年１１月１日(日)１３：３０～１６：３０
コムズ (松山市男女共同参画推進センター） 5F大会議室

松山市三番町6-4-20 電話089-943-5776

記 念 講 演 １３：３０～ 記念講演はどなたでも参加できます。【入場無料】

福島第一原発事故は何をもたらしたのか
～ここ愛媛で考える～

木村真三 さん （放射線衛生学者）

東京電力福島第一原発の事故から１０年を迎えようとしています。「原子力緊急事態宣

言」は出されたままであるにもかかわらず、政府は避難者の帰還政策を進め、事故からの

「復興」を印象づけようとしています。１０回目の総会にあたり、チェルノブイリ、福島

の被災地で、住民に寄り添いながら放射線量の測定や汚染マップの作成、健康調査などに

取り組まれている木村真三さんをお迎えして、医学的知見から、被災地の現状、放射線に

よる健康被害、福島の人々の思いを熱く語っていただきます。

総 会 １５：１０～

伊方原発をとめる弁護団からの報告、活動報告、会計報告

活動方針案・予算案・役員案の提案、質疑、討論

伊方原発をとめる会

第１０回定期総会のご案内

◎ 木村真三さんプロフィール ◎

1967年、愛媛県北宇和郡広見町（現･鬼北町）生まれ

福島県二本松市在住。獨協医科大学准教授、国際疫学研究室

福島分室室長、二本松市放射線アドバイザー

愛媛新聞に｢県人放射線衛生学者による福島通信｣を連載中

2017年より「新潟県原子力発電所事故による健康と生活へ

の影響に関する検証委員会」健康分科会委員

伊方原発をとめる会
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